
広報誌などから旧市史＜岡谷市史下巻1982(昭和57)年刊行.編年：昭和20年～昭和53年＞以降の
岡谷市政を中心に、テーマを設けてシリーズとして拾っています。今回は「保育園」後編です。

2012 平成 24 11 「岡谷市保育園整備計画」策定

2016 平成 28 3 民設民営による東堀保育園の整備・運営移管に向けて、学

校法人信学会と協定を締結

2018 平成 30 3 市立東堀保育園を閉園

2018 平成 30 4 幼保連携型認定こども園「信学会東堀保育園」開所

（後に「信学会東堀こども園」に改名）

2019 平成 31 4 若草保育園休園

2019 令和 1 10 幼児教育・保育の無償化スタート

2020 令和 2 12 新西堀保育園完成

2021 令和 3 4 新西堀保育園併設の岡谷市子ども発達支援センター開所

2023 令和 5 3 西部地区4園（夏明・川岸・つるみね・成田）を統合し、「公

立幼保連携型認定こども園」を整備する方針を打ち出した

「岡谷市保育園整備計画中期計画」を策定

2024 令和 6 4 夏明、つるみね保育園休園

2024 令和 6 4 こども家庭センター（まゆっこベースおかや）設置
2024 令和 6 11 川岸学園 基本設計案を発表

覧古考新 : 古い事柄を顧みて、新しい問題を考察すること
～岡谷の歴史を深く思い、岡谷の今を重ね、岡谷の未来が拓けるような新しい市史をめざして～

岡谷市史編さん室だより 『覧古考新』 No.24
らんこ こ うしん

2024（令和6）年 1２月－②

岡谷市教育委員会生涯学習課
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シリーズ 岡谷市史下巻以降のおもなできごと ⑫ 保育園－後編

＜西堀保育園玄関＞
岡谷市西堀出身の童画家
武井武雄生家の長屋門を
再現

＜西堀保育園リズム室＞
武井武雄生家の古材をサイコロ状に切り、
園児が着色し組み合わせて制作した
「ラムラム王」のモザイクレリーフ

認定こども園 信学会東堀こども園

写真3枚：2024年 市史編さん室撮影

特色ある岡谷市の保育
（平成23年度スタート）

市内の保育園児対象に、「みそ」
「とうもろこし」「わかさぎ」の3つ
の食に関する体験をとおして郷土に
親しみ、食育の推進を行う事業

『ぼくもわたしもおかやっ子事業』

2

4

2ページ「特色ある岡谷の保育」画像出典：
①②「広報おかや」令和5年2月号 p.6
③新聞記事「岡谷市民新聞」令和6年5月10日発行
第1面（部分） ㈱岡谷市民新聞社提供
④新聞記事「岡谷市民新聞」令和6年10月24日発行
第3面 ㈱岡谷市民新聞社提供
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『おじいちゃん おばあちゃん
大好き！』
毎年恒例の高齢者(橋原区社

協)と成田保育園児との交流会



広報おかや2024年9月号
特集
「安心して子育てを
していくために」

■ 母子手帳アプリ 「母子モ」

子育て施策の充実と
きめ細かい情報配信を
目的とした
子育て支援アプリ

出典：「岡谷市川岸学園整備基本計画【概要版】」令和6年2月 岡谷市発行 p.1 より引用

新聞記事出典：「岡谷市民新聞」令和6年5月11日発行 第1面 ㈱岡谷市民新聞社提供

両校と保育園の職員や保護者、地域住民らを
委員に委嘱し、検討を進める

子どもたちの成長を見守
り続けている川岸小学校
のトチ（栃）の木

川岸学園整備基本計画

令和6年2月 岡谷市

川岸学園構想 ～幼児期から義務教育期まで切れ目なくつなぐ園校併設の環境づくり～

＝幼保連携型認定こども園の教育及び保育で育みたい資質・能力＝

＜知識及び技能の基礎＞ ＜思考力、判断力、表現力等の基礎＞

＜学びに向かう力、人間性等＞ 小学校の各教科への円滑な接続

■川岸小学校と岡谷西部中学校を施設一体型の義務教育学校とする

■義務教育学校の校地内に、岡谷市西部地区の公立4保育園
（川岸、夏明、成田、つるみね）を統合した公立幼保連携型認定
こども園を併設する

写真：2024年 市史編さん室撮影

時代の変化あれこれ

個人情報・プライバシーへの配慮

○掲示物は園児の顔と名前が
一致しないように配慮

○データ・画像を保護者専用
のアプリに配信

保育園の帽子も変化

児童福祉から子育て支援へ
～子育て支援の様々な施策～

こども家庭センター「まゆっこベースおかや」
妊産婦から青年期までにかかわる困りごとなど
の総合相談窓口 相談員が常駐

画像：市史編さん室所有

画像出典：広報おかや 2024年9月号 ｐ.6

＜紫外線対策の帽子＞
私たちの園は、未満児
さん、年少・年中・年
長さんで色が違うよ！

ついたてなどで他の人
に見られないようにし
て排泄や着替を援助

■川岸小の第二体育館や１．２年生の教室棟を解体し、２階建ての認定こども園を整備

■認定こども園は、製糸工業片倉組や童画家・武井武雄をイメージできるデザインを用いる

■川岸小のシンボルとして親しまれているトチノキは残すなど、地域の声にも応えた

画像：市報おかや昭和51年9月1日号p.3（上浜保育園）

「太陽をいっぱい受け
て元気に遊ぶ児童」

川岸学園施設整備計画のイメージ図

認定こども園 外観イメージ


